
のキリスト教週間のご案内 
 

 
 
 
 
                                           
 
 
 
 

 
 
 
 
 

   

 

 

 
 
   
    
    
 
 
 
 

 

    

 

   

  

 

 

 

 

 

 
 
 

 
神を仰ぎ、人に仕う 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり  アーメン 

 

 

「詩篇の祈り」 

 

「ぼくはついに自分の声を見つけた・・・。」イラク戦争で何の罪もない市民を死な

せ、それ以来「精神的な拷問」と呼ぶ強い自己否定の感情にとらわれ、そこから脱

出しようともがき苦しんだ一人の若い米兵が、「詩を書く」という表現方法に出会った

時に発した言葉です。枯れ乾いてしまった泉の底から、ふと思い出したかのように湧

き出ては浸み込み、そうして少しずつ貯まってゆく水のように、心の奥にあるうめきが

言葉となり、詩となり、祈りとなる。沈黙にのたうつ苦しみの中で嘆きと疑念、怒りと憎

しみをさえ訴え、目を上げてゆるしと平安を求めるうちに、沈黙は破られて祈りへと突

き抜けてゆくのだと思います。 

3 月 10 日に都内で行われた「リラ・プレカリア 祈りの竪琴」の公開講演会に招か

れ、「旧約聖書詩篇の祈りに学ぶ」と題して話をする機会が与えられた際、そのよう

に語り出しました。この「リラ・プレカリア」を主宰するキャロルさんは、映画『おとうと』や

『マザー・テレサと生きる』でも紹介された方ですが、末期がん病棟やホスピス、施設

などで人生の最後を迎える人たちのベッド脇でハープを奏で、祈りの音色で魂の看

取りを行う活動に従事する傍ら、後継者を養成するための 2 年間のプログラムを推

進しておられます。そこではハープの演奏技術習得に留まらず、理論的裏付けとし

て旧約聖書詩篇の祈りを重んじてこられました。哀しみの言葉を知って奏でる音は、

静謐
せいひつ

なる深みに響くからです。 

今回仙台若林区から参加された Y さんは帰宅した翌日に被災し、自宅の１階部

分は津波に呑み込まれ、なんとかハープだけは２階に抱えて避難したものの、その

逆巻く怒涛に気力は萎え、言葉を失ったと聞かされました。破壊の爪痕は深い。 

けれどもその深みにあって初めて詩篇詩人の苦闘の言葉に自分の声が重なるのを

感じたというのです。 

震災後の変わり果てた街を見て、大船渡市に住むある医師は、自分の言葉であ

る気仙地方の方言で詩篇 22 篇の言葉を思わずつぶやいたと言います。「神様んす

ぅ、神様んすぅ、なしておれぁどごぉ見捨てやりゃしたれ」（わが神、わが神、なにゆえ

私をお見捨てになるのですか？）      （人間福祉学部副チャプレン 左近 豊） 

全学礼拝／毎週火～金 10：20～10：50 

2011 年 6～7 月 No.5

キリスト教関連クラブのご紹介 チャペルニュース No.4～No.6 に渡ってご紹介します 

ハンドベル・クワイア 
ハンドベルは、その澄んだ音色から“天

使の歌声”ともいわれています。式典、

クリスマス礼拝、全学礼拝等で奉仕を

するほか、コンサートなどで日々の練習

の成果を発揮しています。かわいらしい

ベルから荘厳な音色をもつ大きなベル

まで、あなた自身の手で確かめてみま

せんか。 

活動日は  月 16：00～／緑聖ホール 木 18：20～／チャペル 

 

 

聖歌隊は全学礼拝や式典で讃美歌や

宗教曲を歌う奉仕をしています。また「メ

サイア」からポップスまで、幅広いプログ

ラムと取り組んでいます。聖歌隊はとに

かく歌うこと、そしてハーモニーを味わう

ことが大好きな人たちの集まりです。私

たちと一緒に歌ってみませんか。活動日

の見学、お待ちしています。 

活動日は  月 18：00～／チャペル 木 19：00～／1406 教室 

聖歌隊 



 
 
 
   
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      

      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      

6 月 28 日（火） 

奨励者 加藤 恵司 
（政治経済学科准教授） 

司会者 菊地 順 
奏楽者 渡辺 善忠 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 310 番 1、2 節 
聖 書 列王紀上 

  19 章 1～18 節（旧約 P.510） 
祈 祷 
奨 励 「地震の中に 

静かにささやく声」 
祈 祷  
讃美歌 310 番 3 節 
主の祈り 
後 奏  

 

「だから、あすのことを思いわずらうな。あすのことは、あす自身が思いわずらうであろう。一日の苦労は、その日一日だけで十分である。」 

（マタイによる福音書 第 6 章 34 節）年間聖句 

2011 

6 月 29 日（水）

-教会と聖学院との懇談会- 
奨励者 東野 尚志 

（日本基督教団 聖学院教会牧師） 

司会者 柳田 洋夫 
奏楽者 冨岡 真奈 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 Ⅱ43 番 1、2、3 節 
聖 書 ローマ人への手紙 

  8 章 18～25 節（新約 P.243）
祈 祷 
奨 励        「共にうめきつつ、待ち望む」
祈 祷  
讃美歌 Ⅱ43 番 4、5 節 
主の祈り 
後 奏  

 

6 月 30 日（木） 

奨励者 山田 麻有美 

（児童学科准教授） 

司会者 寺島 大祐 

奏楽者 佐野 正子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 536 番 1 節 

聖 書 ヨブ記 

  14 章 7～9 節（旧約 P.713） 

祈 祷 

奨 励 「木には望みがある」 

祈 祷  

讃美歌 536 番 2 節 

主の祈り 

後 奏  

 

7 月 1 日（金） 

奨励者 国府田 秀行 

（ラーニングセンター特任助手） 

司会者 左近 豊 

奏楽者 荻野 路津子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 291 番 1 節 

聖 書 箴言 

  3 章 5～6 節（旧約 P.882）

祈 祷 

奨 励 「神が歩み寄る」 

祈 祷  

讃美歌 291 番 2 節 

主の祈り 

後 奏  

 

7 月 5 日（火） 

奨励者 小池 茂子 
（児童学科准教授） 

司会者 菊地 順 
奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 512 番 1 節 
聖歌隊による讃美奉献 Ⅱ57 番 
聖 書 ヨハネによる福音書 

  21 章 1～13 節（新約 P.177）
祈 祷 
奨 励 「岸に立つイエス」 
祈 祷  
讃美歌 512 番 2 節 
主の祈り 
後 奏  

7 月 6 日（水） 

奨励者 相川 徳孝 

（児童学科准教授） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 川添 美央子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 298 番 1、2 節 

聖 書 ローマ人への手紙 

  5 章 1～5 節（新約 P.238）

祈 祷 

奨 励 「試練から希望へ」 

祈 祷  

讃美歌 298 番 3 節 

主の祈り 

後 奏  

 

7 月 7 日（木） 

奨励者 島村 宣生 

（アドミッション課長） 

司会者 佐野 正子 

奏楽者 松本 周 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 249 番 1、2 節 

聖 書 ルカによる福音書 

  10 章 29～37 節（新約 P.105）

祈 祷 

奨 励 「あなたも行って…」 

祈 祷  

讃美歌 249 番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏  

 

7 月 8 日（金） 

奨励者 田邉 純一 

（人事部長） 

司会者 左近 豊 

奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 338 番 1、2 節 

聖 書 ガラテヤ人への手紙 

  2 章 20 節（新約 P.295）

祈 祷 

奨 励 「内なるキリスト」 

祈 祷  

讃美歌 338 番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏  

 

聖学院教会祈祷会           6 月 30 日（木） サムエル記上 19 章  東野 尚志 牧師    

【毎週木曜日 18 時 30 分～19 時 30 分 於 緑聖ホールＣ室】       7 月   7 日（木） サムエル記上 20 章  東野 尚志 牧師 

 

編 集 ／ 松


